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1 益田朋幸・喜多崎親 編著『岩波西洋美術用語事典』岩波書店 2005年 p99 
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左 図 4 平城宮跡第二次大極殿跡 
右 図 5 平城宮跡第二次大極殿跡 基壇上から 
 



































図 6 木造如来形立像 木心乾漆、漆箔 奈良時代（8世紀）唐招提寺新宝蔵 
見えない“存在”を想起する体験--秘仏 
                                         
2 布施英利『「美術的に正しい」仏像の見方』ワニブックス plus文庫 2015年 p56-57 
3 大橋一章、神林恒道、清水眞澄、鷲塚泰光『奈良の古寺と仏像-會津八一のうたにのせて』  


























                                         
4 陰暦 2月、現在の 3月 1日から 14日まで２週間に渡って勤修され、「お水取り」の名で知られる。 
5 大橋一章、齋藤理恵子 『東大寺-美術研究のあゆみ-』里文出版 2003年 p298 






































                                         
7 岩田靖夫『岩波哲学思想事典』岩波文庫 1998年 p991-992 
8 畠山創『考える力が身につく哲学入門』中経出版 2010年 p154 























か ん なぜ ん
12や『無門関





























く仏教を格義仏教という。（岩波 仏教辞典 第二版） 
12 「看」はじっと見守る、注視するという意味。「話」は話頭。つまり公案（古則公案）を指し、禅宗に
おいて、公案を研究することで悟りを開こうとする立場をいう。公案を用いるため「公案禅」と呼ばれる
こともある。（岩波 仏教辞典 第二版） 
13 中国宋代の禅僧無門慧開
む も ん え か い





ともいう。（岩波 仏教辞典 第二版） 
15 虚無主義ともいう。従来一般的に認められてきた生活上の価値、つまり理想や道徳規範や文化、生活様
式などを、まったく否定する見解。名称はラテン語の「nihil（無）」に由来する。 
16 中村元、福永光司、田村芳朗、今野達、末木文美子 『岩波 仏教辞典 第二版』岩波書店 2002年 p980 
17 西田幾多郎の晩年の著述。東洋と西洋の文化様式を比較し、仏教哲学や国学も視野に入れて、日本文化
の特質を論じている。 
18 藤田正勝『西田幾多郎』岩波新書 2007年 p163-164 























                                         





























































































                                         









図 13 杜若八橋模様小袖 江戸時代 (18世紀) 
 
 





















図 15 高松次郎「No.273（影）」キャンバス、油彩 493.0×617.0㎝ 1969 年 東京国立近代美術館 
                                         












































                                         
23 和田京子 『古⇄今 比べてわかるニッポン美術入門』平凡社 2010年 p17 














   
（左）図 16 パブロ・ピカソ「アヴィニョンの娘たち」キャンバス、油彩 243.9×233.7㎝ 1907年 








                                         

























                                         
26 椹木野衣『シミュレーショニズム ハウスミュージックと盗用芸術』筑摩書房 2011年 p40-43 
27 注 26掲書 p63 


















































                                         










図 21 標本箱 1996年 
 



























図 24 杉山佳「der rahmenⅣ-room-」額縁、土佐麻紙、岩絵具、銀箔 変形 












図 25 杉山佳「der rahmenⅣ-room-」部分 本棚 
 27 
 
   
（左）図 26 杉山佳「der rahmenⅣ-room-」部分 椅子、机 
（右）図 27 杉山佳「der rahmenⅣ-room-」部分 椅子、棚など 
 






































                                         
































                                         
31 深谷克典「アルルのファンゴッホ-ユートピアの夢とその挫折-」『没後 120 年 ゴッホ展』展覧会図録 
国立新美術館・九州国立博物館・名古屋市美術館・東京新聞・TBS 2010年 p24-30 







図 29 ルシアン・フロイド「Self-portrait」キャンバス、油彩 56.2×51.2㎝ 1985年 
 
   
 
（左）図 30 フィンセント・ファン・ゴッホ「ゴーギャンの椅子」キャンバス、油彩  
92.0×73.0㎝ 1888年 




図 32 杉山佳「宿題」土佐麻紙、岩絵具 91.0×91.0㎝ 2019年 
 
 













































                                         











フ・ラティーフ(1920-2013)のアルバム「Eastern Sounds」（図 35）に収録した「Love 
Theme from ”The Robe”」という曲の、２分４秒からのワンフレーズをサンプリングし






             
 
（左）図 34 Nujabesu「Modal Soul」 2005年 






                                         
35 長谷川町蔵・大和田俊之 『文化系のためのヒップホップ入門』 アルテスパブリッシング 2011年
p25-26 
36 堀内久美雄『新訂 標準音楽辞典』音楽之友社 1991 年 p731 
37 新村出『広辞苑 第六版』岩波書店 2008年 p2611 
 35 
駒とめて 袖打ち払ふ 陰もなし 佐野の渡の 雪の夕暮れ 
「新古今和歌集」巻 6 671 (藤原定家) 
 
苦しくも 降りくる雨か 三輪が崎 佐野の渡に 家もあらなかくに 





















        
  
（左）図 36 杉山佳「不在-紅裳-」雲肌麻紙、岩絵具、銀箔 65.2×53.0㎝ 2019年 




     
（左）図 38「仏涅槃図」絹本著色 172.6×95.0㎝ 南北朝時代 長福寺 




                                         












作」の異同は第 3章第 3節で触れる。 
 








                                         















      
(左) 図 41 磯辺行久 「work」ミクストメディア 59×46㎝ 1962年 







                                         
















（左）図 43 クートラス 「僕の夜のコンポジション 」紙、油彩 サイズ可変 1枚 12×6㎝ 1973年 
（右）図 44 杉山佳 「部屋のコンポジション」雲肌麻紙、岩絵具、クレヨン、押し花 サイズ可変  
１枚 22.7×16㎝ 2019年 
 
区画の集合体--曼荼羅と集合住宅 
  「曼荼羅」は、「円状のもの」を意味するサンスクリット語の mandaraを語源とする。
インドでは特に、神々や仏、諸尊を祭る、円形あるいは四角形の聖域化された場所を意味
                                         





















   
(左)図 45「金剛界曼荼羅」絹本着色 185.5×164.2㎝ 平安時代 東寺 









く え ま ん だ ら
」とも称される（図
                                         
42 中村元、福永光司、田村芳朗、今野達、末木文美子 『岩波 仏教辞典 第二版』岩波書店 2002年 p960 
43 両界曼荼羅を寺院で使用する際、中央の本尊に向かって左に金剛界曼荼羅、右に胎蔵界曼荼羅が掛けら
れる。 
44 頼富本宏『曼荼羅の鑑賞基礎知識』至文堂 1991 年 p106 
 41 













（左）図 47 都築響一 『TOKYO STYLE』 1993年 








                                         







   
（左）図 49 間取り図 1 
（右）図 50 間取り図 2 
 






































図 51 「当麻曼荼羅」絹本著色 金泥、截金 掛軸 181.3×179.3 ㎝ 763年頃 
                                         
46 頼富本宏『曼荼羅の鑑賞基礎知識』至文堂 1991 年 p194-195 
47 注 46掲書 p199-202 
 44 
 
図 52 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」雲肌麻紙、キャンバス、岩絵の具、パネル、コーヒー、 










                                         
48 長谷川町蔵×大和田俊之『文科系のためのヒップホップ入門』アルテスパブリッシング 2011年 p239 
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（左）図 53 「仏涅槃図」 絹本著色 189.7×150.3㎝ 室町時代 峰仙寺 
(右) 図 54 杉山佳 「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
         
（左）図 55 ピエール・ボナール「庭に面した食堂」 キャンバス、油彩 126.8×135.3㎝ 1935年  
グッゲンハイム美術館 
(右) 図 56 杉山佳 「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 窓のある室内 
 
     
（左）図 57 エドゥアール・ヴュイヤール「テーブルを囲む友人たち」 キャンバス、油彩 1909年 






（左）図 59 藤子不二雄「ドラえもん」第１巻 p4 






      
（左）図 60 ジェームズ・マクニール・ホイッスラー 「灰色と黒のアレンジメント 母の肖像」 
キャンバス、油彩 144.3×162.4 ㎝ 1871年 オルセー美術館 
（右）図 61 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
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（左）図 62 エドゥアール・ヴュイヤール「エッセル家旧蔵の昼食」キャンバス、油彩 1899年 
オルセー美術館 
（右）図 63 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 64 エドゥアール・ヴュイヤール「ベッドにて」キャンバス、油彩 1891年 74×92㎝ 
オルセー美術館 
（右）図 65 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
         
（左）図 66 エドゥアール・ヴュイヤール「黄色いカーテン」キャンバス、油彩 1893年  
ワシントン・ナショナル・ギャラリー 
（右）図 67 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 49 
   
（左）図 68エドゥアール・ヴュイヤール「ドアを開けて」キャンバス、油彩 1886年  
ミネアポリス美術館 
（右）図 69 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 70フェリックス・ヴァロットン「Dinner by the light of the lamp」キャンバス、油彩  
55×86㎝ 1900年 
（右）図 71 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 72 ピエール・ボナール「Young Woman Writing」キャンバス、油彩 48×63.5㎝ 1908年 
（右）図 73 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
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（左）図 74ピエール・ボナール「ル・カネの食堂」 キャンバス、油彩 96×100.7㎝  
オルセー美術館 
（右）図 75 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
   
（左）図 76ピエール・ボナール「浴槽の裸婦」 キャンバス、油彩 93×147 ㎝ プティ・パレ美術館 
（右）図 77 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 78 ピエール・ボナール「食卓」 キャンバス、油彩 103×74.5㎝ 1925 年 テート・ギャラリー 
（右）図 79 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
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（左）図 80 ピエール・ボナール「鏡の効果」 キャンバス、油彩 73×84.5㎝ 1909年 
（右）図 81 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 82 ピエール・ボナール「作業机」 キャンバス、油彩 
（右）図 83 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
    
（左）図 84 エゴン・シーレ 「アントン・ペシュカ」キャンバス、油彩 85.3×95.3㎝ 1909年 
（右）図 85 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
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（左）図 86 グスタフ・クリムト 「Portrait of the painter Hans Massmann」キャンバス、油彩  
55.3×61.3 ㎝ 1909年 
（右）図 87 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 88 エゴン・シーレ 「Portrait of Dr.Hugo koller」キャンバス、油彩 1918年 
（右）図 89 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
     
（左）図 90 ヴィルヘルム・ハンマースホイ 「Interior」キャンバス、油彩 
（右）図 91 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 53 
 
       
（左）図 92 ヴィルヘルム・ハンマースホイ 「室内、ピアノと黒いドレスの女性」1908年 
オーフース美術館 
（右）図 93 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
       
（左）図 94 藤田嗣治 「アトリエの自画像」キャンバス、油彩 1926 年 リヨン美術館 
（右）図 95 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
    
（左）図 96 藤田嗣治 「妻と私」キャンバス、油彩 1923 年 
（右）図 97 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
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（左）図 98 藤田嗣治 「自画像」キャンバス、油彩 1923 年 
（右）図 99 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
       
（左）図 100 藤田嗣治 「エミリー・クレイン＝シャドボーンの肖像」キャンバス、油彩、銀箔、金粉 
1922 年 
（右）図 101 杉山佳「der rahmenⅧ（部屋曼荼羅）」部分 
 
         
（左）図 102 鴨居玲 「蛾と老人」キャンバス、油彩 98.5×71.5㎝ 1968 年 石川県立美術館 









































                                         




































                                         








































































・秋山光和『新潮 世界美術事典』新潮社 1985 年 
・石田尚豊 『両界曼荼羅の知恵』東京美術 1979年 
・宇多丸・高橋芳朗・DJ YANATAKE・渡辺志保 『ライムスター宇多丸の「ラップ史」入





て』 日本経済新聞社 2010年 
・大橋一章、齋藤理恵子 『東大寺-美術研究のあゆみ-』里文出版 2003 年 
・川村知行 『日本の古美術 6東大寺Ⅰ古代』保育社 1986年 
・熊谷博人『江戸文様こよみ』朝日新聞出版 2015年 
・佐伯啓思『西田幾多郎 無私の思想と日本人』新潮新書 2014年 
・シラー・ファン・ヒューフテン『ゴッホとゴーギャン展』展覧会図録 東京都美術館・ 
愛知県美術館・東京新聞・中日新聞・TBS 2016年 
・椹木野衣『シミュレーショニズム ハウスミュージックと盗用芸術』筑摩書房 2011年 
・高島直之『高松二郎を読む』水声社 2014年 
・辻惟雄 『奇想の図譜』筑摩書房 2005年 
・中村元、福永光司、田村芳朗、今野達、末木文美子 『岩波 仏教辞典 第二版』岩波書
店 2002年 








・布施英利『「美術的に正しい」仏像の見方』ワニブックス plus文庫 2015年 
・堀内久美雄『新訂 標準音楽辞典』音楽之友社 1991年 
・益田朋幸・喜多崎親 編著『岩波西洋美術用語事典』岩波書店 2005年 
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・松岡佳世『ロベール・クートラス 僕は小さな黄金の手を探す』NOHARA 2016 年 
・山盛英司『朝日現代用語 知恵蔵』朝日新聞社 2007年 
・頼富本宏『曼荼羅の鑑賞基礎知識』至文堂 1991年 
・和田京子 『古⇄今 比べてわかるニッポン美術入門』平凡社 2010 年 






せて』 日本経済新聞社 2010年 
図 8『アントニオ ロペス ガルシア 創造の軌跡』中央公論新社 2013年 
図 9ペーター・ラウトマン『フリードリヒ 氷海』三元社 2000年 
図 10佐々木丞平、佐々木正子『円山応挙』毎日新聞社・NHK 2003年 
図 11折井貴恵、山田麻里亜『生誕一三〇年 小村雪岱-雪岱調ができるまで-』 
川崎市美術館 2018年 
図 12折井貴恵、山田麻里亜『生誕一三〇年 小村雪岱-雪岱調ができるまで-』 
川崎市美術館 2018年 
図 15高島直之『高松二郎を読む』水声社 2014 年 
図 16椹木野衣『シミュレーショニズム ハウスミュージックと盗用芸術』筑摩書房 2011
年 
図 17椹木野衣『シミュレーショニズム ハウスミュージックと盗用芸術』筑摩書房 2011
年 
図 18ジャック・ムーリ『マグリット』タッシェン ジャパン 2001年 
図 19折井貴恵、山田麻里亜『生誕一三〇年 小村雪岱-雪岱調ができるまで-』 
川崎市美術館 2018年 
図 28デボラ・ソロモン『ジョセフ・コーネル 箱の中のユートピア』白水社 2011年 
図 29 Bruce Bernard、Derek Birdsall『LUCIAN FREUD』JONATHAN CAPE LONDON 1996 年 
図 30シラー・ファン・ヒューフテン『ゴッホとゴーギャン展』展覧会図録 東京都美術
館・愛知県美術館・東京新聞・中日新聞・TBS 2016 年 
図 31『ゴッホとゴーギャン展』展覧会図録 東京都美術館・愛知県美術館・東京新聞・ 
中日新聞・TBS 2016 年 
図 34 Nujabesu「Modal Soul」 2005年 
図 35 ユセフ・ラティーフ「Love Theme from ”The Robe”」1961 年 
 62 
図 39狩野博幸、早川博明『東日本大震災復興祈念 伊藤若冲展』福島県膣美術館・東日本
大震災復興祈念 「伊藤若冲展」実行委員会 2019年 
図 41『磯辺行久 Landscape- Yukihisa Isobe; Artist-EcologicalPlanner』 東京都現代
美術館 2007 年 
図 43松岡佳世『ロベール・クートラス 僕は小さな黄金の手を探す』NOHARA 2016年 
図 47 都築響一 『TOKYO STYLE』 1993年 
図 53赤澤英二『涅槃図の図像学』中央公論美術出版 2011年 
図 55高橋明也、島本英明 『もっと知りたいボナール』東京美術 2018年 
図 57ギィ・コジェヴァル『ヴュイヤール』創元社 2017 
図 59藤子不二雄「ドラえもん」第１巻 
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